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車3

ft-

に
乏
し
い
r
o

十
年
前
グ
ラ
ス
の
欧
米
陸
業
史
が
出
で
、
邦
諜
も
近
頃
現

は
れ
た
ゃ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
束
誌
の
皮
史
を
絞
き
、
一
台
等
邦

人
の
研
究
に
は
不
満
足
な
所
が
陥
る
多
い
。
然
る
に
卒
ひ
な
る
哉
、
柴

山
介
の
符
望
久
し
か
っ
た
完
全
な
る
世
界
農
業
史
が
設
に
佐
藤
和
問
繭
男

爵
の
砂
な
か
ら
ぬ
努
力
に
依
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
誠
に
新
外

の
銭
め
慶
賀
の
至
り
に
椛
へ
ぬ
。
品
甘
頭
の
一
一
一
一
一
向
棄
に
随
へ
ば
、
本
警
は
佐

藤
先
生
の
札
幌
鹿
町
学
校
時
代
よ
り
北
大
に
至
る
、
氷
き
在
職
中
に
於
け
る

講
義
が
根
本
と
な
り
令
息
約
町
民
が
之
れ
を
整
却
し
新
粧
な
凝
し
て
世

に
現
は
れ
た
も
の
で
、
欧
米
民
史
の
認
識
は
大
戦
前
に
迄
及
ん
で
居

る
。
史
料
の
精
選
と
内
{
符
の
充
伐
と
は
私
か
ら
改
め
て
説
明
す
る
迄
も

回
遊
勝
正
著

九

な
い
。
廷
に
そ
の
文
章
に
至
て
は
朗
今
一
抑
す
べ
き
の
美
僻
麗
勾
を
以
て

満
た
さ
れ
、
錦
上
更
に
花
を
添
え
る
の
視
が
あ
る
。
議
し
近
来
の
名
著

た
る
を
失
は
ぬ
。

静
か
に
本
書
を
讃
み
行
く
時
、
科
は
二
十
徐
年
前
佐
藤
先
生
の
段
史

の
謀
議
を
聴
き
、
そ
の
名
議
議
に
陶
酔
せ
る
砕
同
時
の
こ
と
を
恕
ひ
浮
べ

向
に
ん
す
北
日
の
感
に
椴
へ
ぬ
。
故
に
柳
か
議
後
の
所
感
を
漣
べ
て
恩
師
の

名
著
を
腔
に
紹
介
し
、
併
せ
て
先
生
の
盆
身
御
健
在
に
し
て
、
永
く
肌
十

回
介
の
指
導
者
た
ら
む
こ
と
を
念
願
し
て
止
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。
妄
一
説
多

謝
。
門
西
ケ
原
刊
行
合
後
行
、
菊
列
五
百
品
開
一
只
定
償
金
五
側
、
法
料

一
二
三
銭
)

「
戦
後
欧
洲
に
於
け
る
土
地
改
革
史
論
」

陀
界
大
肢
を
契
機
と
す
る
欣
洲
に
於
け
る
「
資
本
主
義
必
正
運
動
」

は
、
良
地
に
闘
す
る
限
り
、
従
来
の
土
地
制
度
に
到
す
る
稀
々
な
改
革

と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
た
。
そ
の
中
に
あ
づ
て
西
欧
の
強
凶
に
よ
り
世
界

革
命
運
動
を
防
止
す
る
伐
に
建
設
せ
ら
れ
た
と
税
せ
ら
る
と
来
欧
諸
凶

内
「
私
有
制
土
地
改
革
は
そ
の
改
本
の
秘
め
て
果
断
、
急
準
的
な
る
性

質
」
に
於
て
、
「
私
有
制
」
を
前
提
と
し
て
而
も
「
従
来
の
土
地
所
有
制
刷
、

皮
か
ら
来
る
弊
容
を
可
及
的
に
除
去
」
せ
ん
と
会
闘
し
た
黙
に
於
て
、

ー

l
 
''SF 

キナ

琢

、

、

、

、

自
余
の
改
革
に
お
比
し
て
、
特
殊
の
興
味
を
奥
へ

T

ゐ
る
様
で
あ
る
。

農
林
省
小
作
官
凶
泌
勝
正
氏
の
大
著
「
戦
後
欧
洲
に
於
け
る
土
地
改

革
史
論
」
は
、
米
欧
諸
凶
に
於
け
る
か
ふ
る
胤
円
以
あ
る
「
私
有
制
土
地

改
本
」
内
原
凶
、
内
情
什
、
結
果
に
つ
い
て
の
詳
納
な
る
挺
史
的
研
究
で

あ
る
。
以
下
本
書
の
簡
単
な
る
ね
介
を
試
み
る
。

土
地
私
有
制
度
内
下
に
於
け
る
民
地
内
集
中
に
よ
る
大
土
地
所
有
の



形
成
は
、
一
一
向
合
理
的
な
管
利
経
傍
成
立
の
僚
件
で
あ
る
と
共
に
、
他

国
み
じ
め
な
零
細
自
作
・
小
作
段

-
m比
業
労
働
者
の
創
出
の
過
程
で
も

あ
る
。
こ
の
所
謂
「
土
地
分
配
の
不
均
衡
」
に
於
て
、
更
に
東
欧
諸
凶

の
一
部
に
見
ら
る

L
如
き
「
段
奴
制
度
」
及
び
「
ミ
ん
の
制
度
」
等
の
封

姥
的
時
間
詳
の
存
す
る
場
合
平
、
大
土
地
所
有
者
が
呉
種
族
の
「
征
服
者
」

で
あ
っ
て
、
農
民
は
「
被
征
服
者
」
で
あ
る
場
合
の
小
作
関
係
、
柑
労
働

依
件
の
劣
怒
さ
は
「
農
民
紘
一
亡
、
外
岡
移
住
'
一
の
依
件
で
あ
り
、
す
で
に

戦
前
に
於
て
、
そ
の
改
菩
が
叫
ば
れ
て
ゐ
た
。
大
戦
に
於
け
る
兵
士
た

る
良
民
の
「
接
頭
」
は
、
露
国
率
命
の
影
響
を
受
け
て
、
之
れ
等
従
来

の
土
地
制
度
改
草
の
気
還
を
助
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
不
安
を
「
挽

回
」
し
、
同
も
帯
同
凶
本
命
の
波
の
防
禦
の
目
的
が
こ
ふ
に
土
地
私
有
制

度
下
の
最
も
来
断
念
強
的
な
る
土
地
改
革
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
た
。

一一

来
欧
に
於
け
る
土
地
改
革
の
内
山
容
は
、
凶
に
よ
り
そ
の
程
度
を
具
に

し
、
又
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ツ
ア
ニ
ア
の
一
部
、
其
他
の
諸
凶
に
於
け
る

「
ミ
ル
」
の
分
割
整
卵
、
ユ
ー
ゴ

1
ス
一
フ
ピ
ア
の
巾
西
部
及
び
南
部
地

方
の
「
農
奴
制
度
」
の
駿
止
等
各
種
の
政
策
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が

各
闘
を
油
じ
て
そ
の
政
策
の
巾
心
を
な
す
も
の
は
、
大
所
有
地
の
強
制

的
牧
用
、
そ
れ
の
貧
段
へ
の
分
奥
に
よ
る
中
小
農
制
の
創
設
、
及
び
分

配
地
に
制
限
を
加
へ
中
小
位
制
を
維
持
す
る
政
策
で
あ
っ
た
。

先
づ
土
地
の
獲
得
を
見
る
に
、
「
枇
合
主
義
土
地
改
革
」
の
「
土
地

の
倒
人
的
所
有
を
陵
止
し
総
て
の
不
動
産
は
国
家
の
財
産
と
す
」
る
に

釘
し
?
又
白
作
農
助
成
政
策
の
収
用
さ
る
べ
き
土
地
面
積
の
狭
小
、
牧

mの
長
期
日
、
牧
用
機
行
伎
の
消
秘
的
で
あ
る
に
劃
し
、
私
有
制
土
地

華日

介?

改
本
は
所
有
地
に
一
定
の
制
限
を
設
け
、
制
限
超
過
の
部
分
を
大
商
積

に
わ
た
り
、
短
期
間
に
強
制
牧
用
し
た
の
で
あ
る
。

賠
償
方
法
は
、
枇
令
主
義
土
地
改
革
の
無
賠
償
、
自
作
農
助
成
政
策

の
「
首
時
の
市
償
又
は
生
産
償
絡
し
に
基
く
有
償
に
針
し
、
私
有
制
土

地
改
革
に
於
て
は
、
牧
川
地
の
全
部
に
ヲ
き
或
は
一
定
締
類
の
牧
川
地

を
除
き
其
他
に
「
き
賠
償
す
る
も
の
と
あ
り
、
賠
償
例
絡
は
大
戦
以
前

の
伺
絡
を
標
準
と
し
、
而
も
大
織
の
震
暴
一
治
せ
る
貨
幣
を
以
て
計
算
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

牧
用
地
の
分
配
の
日
的
、
分
間
後
場
の
規
模
、
及
び
分
間
を
受
く
べ

き
者
の
資
絡
に
つ
い
て
は
、
土
地
を
所
有
せ
ざ
る
も
の
、
及
び
土
地
を

所
有
す
る
も
一
定
の
生
活
を
維
持
し
符
ざ
る
者
に
釣
し
、
努
力
を
も
っ

て
耕
作
し
、
共
生
計
を
文
へ
う
る
程
度
の
商
績
を
牧
用
地
中
か
ら
分
配

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
号
、
批
合
主
義
土
地
改
革
に
も
自
作
良
助
成
政

策
に
も
「
共
通
」
す
る
所
で
あ
る
と
な
す
。

土
地
改
革
の

U
的
は
私
有
制
を
前
捻
と
し
て
ゐ
る
限
り
分
配
地
に
到

し
「
適
営
な
る
制
限
」
を
加
へ
る
こ
と
な
し
に
所
期
の
効
果
を
あ
げ
得

な
い
で
あ
ら
う
こ
と
は
一
五
ふ
ま
で
も
な
い
。
私
有
制
土
地
改
本
に
於
て

は
、
私
有
様
に
悲
〈
例
人
的
絞
管
を
原
則
と
し
、
従
っ
て
牧
盆
綴
に
就

て
は
何
等
の
制
限
を
加
へ
な
い
が
、
土
地
虎
分
権
に
於
て
は
一
般
に
永

久
的
に
資
質
、
譲
渡
、
及
び
抵
円
高
を
制
限
し
、
又
使
用
棋
に
就
い
て
は

交
盆
者
自
ら
耕
作
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
。

一一一

こ
の
土
地
改
革
の
効
果
は

E
う
で
あ
ヲ
た
ら
う
か
。
著
者
は
こ
れ
に

二
ツ
の
方
商
か
ら
答
へ
て
ゐ
る
。
第
一
に
、
土
地
所
有
者
の
あ
る
程
度

九



車耳

介

の
抜
牲
の
下
に
ゆ
吟
行
せ
ら
れ
た
牧
川
地
の
分
間
は
「
段
民
の
不
平
を
一

掃
し
、
農
村
山
支
え
の
上
に
大
な
る
効
果
の
あ
ヲ
た
こ
と
」
で
あ
る
。
併

し
地
主
に
収
ヲ
て
の
「
犠
牲
」
は
、
土
地
私
有
に
恭
く
弊
忠
円
の
，
全
責
任

か
ら
彼
等
を
ま
ぬ
が
れ
し
め
た
駄
に
於
て
「
甘
受
」
也
ざ
る
を
得
な
い

所
で
あ
る
と
な
す
。

第
二
は
、
農
業
総
傍
上
の
効
附
端
で
あ
る
。
結
曲
目
組
織
に
闘
し
で
は
自

作
段
の
仙
明
大
で
あ
り
、
加
料
帥
〔
同
規
筏
の
上
か
ら
は
大
終
日
門
付
農
場
の
著
し
い

減
少
と
、
小
材
料
桜
山
内
一
出
場
の
柑
大
と
で
あ
る
。
小
民
総
勝
目
に
於
け
る
自
作

の
小
作
に
劃
す
る
一
般
的
優
位
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
併
し
こ
れ
等

小
材
料
管
の
物
大
は
良
業
生
産
に
如
何
に
作
川
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

従
来
こ
の
紡
に
闘
し
悲
観
訟
と
築
制
倒
設
と
あ
り
、
著
者
は
後
者
を
支
持

し
次
の
如
く
一
去
っ
て
ゐ
る
。
「
均
分
的
土
地
制
度
に
於
け
る
小
綬
停
は
指

導
武
し
き
を
得
れ
ば
集
約
的
な
る
民
業
を
行
ひ
生
産
力
を
向
上
せ
し
め

う
る
で
あ
ら
う
」
と
。
事
抗
、
平
均
的
日
は
反
常
生
産
額
に
於
て
総
額

に
於
て
、
土
地
改
革
後
主
市
首
位
産
物
の
榊
大
を
示
し
て
ゐ
る
。

ゼ
ド
ル

マ
イ
ア
若
山
田
武
彦
諮

農
業
の
約
持
管
制
叫
或
は
指
導
い
や
に
於
け
る
M
A
h
n
川
な
賀
際
的
体
験
と
設

か
な
町
晴
子
識
と
の
法
礎
の
上
に
、
幾
多
の
似
値
尚
き
問
問
先
業
絞
を
杭
ん
で

一
九
四

以
上
の
紹
介
は
、
紙
数
の
制
限
上
東
欧
諸
凶
に
於
け
る
私
有
制
土
地

改
ホ
の
一
般
的
部
分
に
の
み
限
ら
れ
、
本
書
の
重
鮎
と
な
る
べ
き
特
殊

的
、
例
別
的
諮
闘
の
歴
史
的
、
具
体
的
部
分
に
渉
る
こ
と
が
出
来
な
か

ヲ
た
。
舵
ふ
に
、
こ
の
土
地
改
革
は
、
位
村
不
安
の
念
速
な
る
挽
凶
に
よ
る

一mm閥
ホ
命
の
防
術
と
一
式
ふ
政
治
的
目
的
の
達
成
を
除
け
ば
、
封
山
地
的
土

地
制
皮
の
残
浮
島
γ

民
族
的
刑
判
立
の
問
題
か
ら
良
民
を
解
放
し
た
限
り
に

於
て
民
業
の
・
進
展
に
貢
献
し
た
で
あ
ら
う
。
併
し
改
平
に
よ
っ
て
資
ら

さ
れ
た
生
産
力
の
帯
大
一
般
に
づ
い
て
は
、
そ
の
諸
原
凶
並
び
に
農
産

物
償
絡
の
精
密
な
る
分
析
な
し
に
は
一
搬
に
効
果
を
一
五
キ
す
る
こ
と
は

川
来
な
い
で
あ
ら
う
。
一
般
的
に
所
有
備
艇
の
制
限
に
も
か
L

わ
ら
ず
、

資
本
主
義
の
外
闘
の
下
に
而
も
例
人
紹
停
の
原
則
が
貫
く
場
合
、
償
絡

協
係
を
沼
じ
て
こ
れ
等
農
民
及
び
農
業
は
如
何
な
る
越
路
を
約
束
さ
れ

る
で
あ
ら
う
か
。
今
後
に
於
け
る
武
紛
の
如
何
と
共
に
興
味
あ
る
問
題

を
捻
出
し
て
ゐ
る
も
の
と
一
誌
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
協
調
州
市
日
後
行
、
菊
列
七
百
一
久
、
定
償
金
問
側
、
送
料
三
一
ニ
銭
〉

「
小
農
粧
品
目
皐
」

荒

叉

現
時
出
向
逸
話
系
農
業
経
済
町
四
十
回
介
に
有
力
な
一
日
以
と
し
て
共
の
地
歩
を
占

め
て
居
る
排
卵
約
段
科
大
準
々
長
ゼ
ド
ル
マ
イ
ア
救
授

ω
代

表

作

切

な


